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１ 熊本都市圏総合都市交通体系
調査の概要

1



（１）これまでの総合都市交通体系調査

2

1）パーソントリップ調査とは

【（例）都市交通マスタープラン策定までの流れ】

○パーソントリップ調査は、自転車・バス・自動車・鉄道等の交通手段別の人の動きを定量的に把握するもの。

○公共交通計画や道路交通計画など、様々な計画策定で必要となる基礎データとなる。

パーソントリップ調査 現況分析・将来予測
施策提案・都市交通
マスタープラン策定

総
合
交
通
戦
略
策
定



（１）これまでの総合都市交通体系調査

第１回 第２回 第３回 第４回

実地
調査年

S48 S59 H9 H24

調査
地域

熊本市を中心とする
1市9町

熊本市を中心とする
2市18町1村

熊本市を中心とする
2市14町1村

熊本市を中心とする
5市6町1村

都市圏
人口 約57万人 約87万人 約98万人 約104万人

主
な
提
案
施
策

道
路

・都市内幹線道路：

①九州縦貫道

②熊本北バイパス

③熊本東バイパス

④菊陽バイパス

・都市内幹線街路：

⑤近見沖新線

⑥熊本駅北部線

⑦熊本駅新外線

⑧新外秋津線 など

<長期的構想>

・船場神水線、野口清水線、本荘御幸線

など

・西回り道路（仮称）、熊本駅池上線、

保田窪菊陽線、御領秋津線、国道３

号（植木、富合工区）、国道５７号

（大津～阿蘇間） など

・骨格幹線道路：熊本環状道路、熊本

天草幹線道路、中九州横断道路、有

明海沿岸道路

・幹線道路網・街路：(都)上熊本細工

町線、春日池上線、(仮)新水前寺帯

山線

・2環状線11放射道路網

<環状道路>

・(都)上熊本弓削線、(都)池田町花園

線、熊本西環状道路、国道57号熊

本東バイパス など

<放射道路>

・国道3号植木バイパス、中九州横断道

路、熊本天草幹線道路、有明海沿岸

道路 など

公
共
交
通

・熊本駅～都心部、東部地区の専用軌

道化

・バスターミナル

（熊本駅、水前寺駅通り、健軍付近）

・バスターミナルを中心とするバス路線網

の再編

・水前寺駅のターミナル化

<長期的構想>

・豊肥本線と熊本電鉄を結ぶ鉄道

・新駅の設置

（東海学園前駅、近見駅、熊本工大

前駅、新水前寺駅(市電との乗り継ぎ

利便性向上含む)、弓削駅、楠駅）

・市電の地下化

（交通局前～熊本駅前、水道町前～

藤崎宮前）

・連続立体化

（鹿児島本線、豊肥本線）

・ターミナル（熊本駅、神水）

・新たな基幹公共交通ネットワークの整

備

（熊本空港方面、熊本港方面、帯山・

長嶺方面 など）

・市電のLRT化

・熊本電鉄の高機能化

（車両のLRV化）

・相互乗り入れ

（JR・熊本電鉄・市電）

・バス専用レーン、公共交通優先信号、

バス接近表示システムの整備

・乗り継ぎ割引制度の導入 など

・基幹公共交通8軸の整備

<熊本市電>

・既存区間の機能強化

（多両編成化 など）

・延伸

（益城･空港方面、田崎城山方面 な

ど）

<熊本電鉄>

・既存区間の機能強化

（運行本数 など）

<路線バス>

・乗換拠点整備（各方面）

など3

2）これまでの総合都市交通体系調査の概要
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【道路ネットワーク：2環状11放射の骨格幹線道路網】

熊本都市圏の交通ネットワークの将来像として、公共交通は「放射８方向の基幹公共
交通軸」、道路は「２環状１１放射道路網」を形成することとしている。

【公共交通網ネットワーク：放射8方向の基幹公共交通軸】

（２）現在のマスタープランの概要



【中心部】

（２）現在のマスタープランの概要

5

連携パッケージ施策位置図（公共交通×道路） 連携パッケージ施策位置図（公共交通×まちなか交通）

「マスタープラン」の実行計画である、「熊本都市圏総合交通戦略（アクションプラン）
（H30.11）」に基づく施策について、関係者が連携して計画的に推進している。

 

道路  

公共交通  

【中心部拡大】

まちなか交通

公共交通



【熊本都市圏総合交通戦略施策の進捗管理表】
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（3）総合交通戦略の進捗状況

○総合交通戦略に基づく施策は、毎年、関係機関とともに進捗状況を確認。
○短期施策及び総合交通戦略の完了後、成果指標の達成状況を確認しながら評価。



（３）今回調査の背景及び目的

●第4回調査から約10年が経過し、

・人口減少や高齢化の進展、慢性的な交通渋滞などの継続的な課題

・熊本地震で大きな交通環境の変化が生じたことによるマスタープランの進捗状
況の確認や交通の防災機能強化への対応

・交通に関する施設整備（熊本駅周辺整備、サクラマチクマモト等）、新型コ
ロナウイルス感染症拡大に伴う新しい生活様式、ICT等の新技術、様々な計
画の策定（新広域道路交通計画、大空港構想Next Stage等）などの社
会情勢の変化

により交通状況に大きな変化が生じている。

背 景

●将来の都市圏交通のあり方を提案するにあたり、現況分析・将来予測及び現
在のマスタープランの検証を行い、社会情勢の変化に対応した施策の見直しを
行うため、交通実態を把握するための調査を実施するもの。

目 的

7



（４）今回調査の計画課題や状況変化
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1）人口減少・少子高齢化の進展

●令和2年には減少。将来的にも減少

●高齢化率の増加（7.4万人増）

2）高齢者の運転免許証自主返納

●県内高齢者の運転免許証自主返納申請者数

は増加傾向
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現況値 推計値

▲熊本都市圏の現況及び将来人口

(資料)各年国勢調査/国立社会保障・人口問題研究所

▲熊本都市圏の年齢層別人口の推移

(資料)各年国勢調査/国立社会保障
・人口問題研究所
※令和27年は推計値

▲熊本県の運転免許自主返納申請者数の推移

(資料)高齢者の運転免許自主返納(H30)より（熊本県警察本部運転免許課）

← 前回第4回PT調査
時点の状況 →



（４）今回調査の計画課題や状況変化
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3）路線バス利用者の減少

●路線バス利用者は長期間にわたって減少傾向

▲熊本電気鉄道の年間輸送人員の推移▲熊本県の乗合バス年間輸送人員の推移

(資料)熊本県地域公共交通計画（R4.3）（九州運輸要覧）より

4）鉄道利用者の減少

●熊本地震後の利用者の減少

(資料)熊本県地域公共交通計画（R4.3）（九州運輸要覧、熊本電気鉄道）より

前回第4回PT調査
時点の状況 →

← 前回第4回
PT調査時点
の状況 →

H28年熊本地震
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（４）今回調査の計画課題や状況変化
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5）自動車需要の増加 6）熊本市中心部の慢性的な交通渋滞

●自動車所有台数の増加 ●県内渋滞箇所の大部分が熊本市に集中

●熊本市の渋滞箇所数は全国の政令指定都市で

ワースト１位

(資料)自動車保有車両数、軽自動車車両数 ※熊本都市圏の合計

▲熊本都市圏の自動車所有台数の変化

(資料)熊本都市道路ネットワーク検討会資料、
熊本県交通渋滞対策協議会資料（R3.8.27）より

← 前回第4回PT調査
時点の状況 →

H30解除



（４）今回調査の計画課題や状況変化

7）都市圏北東部の交通需要増加

(資料)平成22年度、平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査自動車起終点調査(OD調査) 

11

●自動車交通流動は増加傾向

●熊本市と合志市・菊陽町・大津町との結びつきが強い



（４）今回調査の計画課題や状況変化
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9）大規模な産業立地動向

●菊池南部地域での大規模企業の進出

(資料)広報 きくよう

(資料)熊本県広報紙「県からのたより」

8）新たな計画の策定

●新広域道路交通計画の策定

（資料）熊本県新広域道路交通計画（2021年6月）



（４）今回調査の計画課題や状況変化
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〇現マスタープランで目指す、“住民意識の転換”、“関係市町村の広域連携”、“地域特性に応じた公共交通ネットワーク
や道路空間の再構築”による交通体系（ベストミックス）を継承しながら、新たな社会情勢を捉えた交通体系の構築が
必要。



２ 実態調査の概要
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(１) 調査対象エリア（案）
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・ 実態調査の対象エリアは、前回の調査対象エリアを基本とし、熊本市との結びつき
（通勤・通学の割合等）の強い５市６町１村とする。
⇒前回（第4回）調査と同じエリア

対象エリア



（２）目標サンプル数の考え方（案）

ゾーン設定
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●ゾーン設定
・Bゾーン数は、平成27年度道路交通センサスBゾーンと整合する。
・Cゾーン数は、前回と同様とする（熊本駅、熊本空港、セミコン、本田技研を単独
ゾーンとして設定）。
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抽出率の設定

（２）目標サンプル数の考え方（案）

●抽出率設定の基本的な考え方

ゾーン数や調査に求める精度、調査に係るコストを総合的に勘案して設定

目標サンプル数 ＝ 調査対象者数（R2国勢調査５歳以上人口）× 抽出率

調査票の配布数は、目標サンプル数に回収率を考慮して決定



３ 今後のスケジュール
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令和4年度のスケジュール

（3）今後のスケジュール

R4 R5 R6

全体スケジュール

委 委 委

R5.1月7月 8月 9月 10月 11月 12月

調査票印刷等

調査票の設計

2月 3月

協議会（委員会・幹事会）

実態調査

集計・マスターデータ作成

幹事会


